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言語聴覚士養成教育における学習目標・評価に関する実践的研究

一ICEアプローチを活用して一

(論文審査概要)

本論文は、学習者の「主体的な学び」を誘発するために、言語聴覚士養成教育に求められる学習目
標・評価の方法を開発し、その有用性と課題にっいて実践的に検証することを目的としている。その

ために、ICEアプローチと呼ばれる学習理論を取りあげ、ICEアプローチに基づくルーブリックを用

いた学習評価を開発・検証している。

第一章では、ICEアプローチの基盤となった他の学習理論を検討しながら、それらとの異同を分析

することで、ICEアプローチの持っ特性を「学習者自身が自身の学びを認識することを可能にする」

という点に見出している。第二章では、高等教育における学習評価の現状と課題匠ついて論じた上で、
ICEアプローチに基づくルーブリックがその課題を克服する上で持っ可能性が論じられている。第三

章では、工CEアプローチに基づいて授業実践を開発し、授業設計を行うための理論的な枠組みが論じ

られている。第四章および第五章では、上記の理論的検討をふまえて、実際に行われた実践研究の概

要と結果が論じられており、パフォーマンス課題に対する学生の記載内容等をscATと呼ばれる分析

手法を用いて考察している。以上をふまえて、終章においては、ICE'アプローチに基づく授業実践お

よび学習評価が、学習者に自己の学びを認識するように促し、知識を習得することそれ自体を目的と

するのではなく、既習事項と新しく学んだ事項とのつながりを意識したり、入職後の知識の活用を意

識した学びを生み出していることを示した。

創造性

ICEアプローチに関する実践研究はすでに先行するものがいくつか存在するが、本研究は①ICEア

プローチに基づく教育実践による学生の変化が実証的に検討されていること、②医療系専門職教育に

おけるICEアプローチの実践研究は演習や実習科目に限定されていたのに対し、講義科目へのICEア

プローヂの応用可能性を示したこと、③ICEルーブリックを用いることで学習者の自己評価における
ICEアプローチの意義を示したこと、といった点において先行研究とは異なる知見を示しており、

のことから創造性においては「優れている」と評価できる。

2.論理性

本論文は、理論的枠組みの検討から授業デザイン、そして実践研究へと一貫した流れで構成されて

いる一方で、理論面での記述と実際の実践丙容との関係にっいて説明しぎれていない部分もあり、論
理性については「達成できている」と評価した。

厳格性

先行研究については、関連するものを取り上げて検討することを通して研究の独自性を示すことが

できている。実践研究のデザインや分析方法にっいては、予備審査での指摘を受けて修正されてはい

るが、調査の手続き的なところでより詳細な記載が求められる部分もある。以上のことから、厳格性

については「達成できている」と評価した。

4.発展性

これまでの研究においては対象とされなかった領域においてICEアプローチを適用した点に本研究

の独自性があるが、本研究で対象'とした一つの授業のコースデザインや学習評価だけでなく、今後は、
例えば医療系専門職養成教育の4年間のカリキュラム編成をICEアプローチで構想したり、養成校一

学習者一実習施設で評価基準を共有するためのツールとしてICEルーブリックを活用する研究なども




